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平
成
三
年
度
・
四
年
度

練
馬
区
指
定
壷
録
文
化
財

特
集
号

区
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
文
化
財
保
護
条
例
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
か
け
が
え
の
な
い
文
化

遺
産
を
守
り
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、

毎
年
文
化
財
の
指
定
・
登
録
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
年
度
ま
で
の
五
年

間
に
指
定
・
登
録
さ
れ
た
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
『
ふ

る
さ
と
ね
り
ま
の
文
化
財
』
（
平
成
四
年
三
月
発
行
）

に
ま
と
め
て
収
録
し
ま
し
た
。

今
回
は
『
ね
り
ま
の
文
化
財
　
特
集
号
』
と
し
て
、

平
成
三
年
度
と
四
年
度
の
指
定
・
登
録
文
化
財
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
文
化
財
を
ご
覧
に
な
る
と
き
は
、
所
有

者
や
近
隣
の
方
々
に
ご
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
ご

配
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

は
っ
と
り
は
ん
ぞ
う
ほ
う
の
う
に
串
っ
ぞ
う

服
部
半
蔵
奉
納
の
仁
王
像
〓
対
）

練
馬
区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

●
所
在
地
高
松
3
－
1

9
－
8
御
嶽
神
社

●
阿
埠
形
二
体
で
、
総
高
1
0
6
c
m
。
宝
永
三
年
二
七

〇
六
）
の
銘
が
あ
り
、
江
戸
時
代
、
橋
戸
地
区
が

伊
賀
衆
に
給
地
さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
石

造
物
で
す
。

春
日
町
出
土
の
壷
形
土
器

練
馬
区
指
定
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

●
所
在
地
　
石
神
井
台
1
－
1
6
－
3
1
郷
土
資
料
室

●
高
さ
3
1
・
5
c
m
の
弥
生
時
代
後
期
の
壷
形
土
器
で

す
。
複
合
口
綾
部
に
棒
状
浮
文
、
頸
部
に
円
形
浮

文
が
貼
付
さ
れ
、
胴
部
に
は
平
行
に
羽
状
縄
文
が

施
文
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
様
帯
以
外
は
、
赤
彩
さ

れ
て
い
ま
す
。



特集号ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成6年（l∬4）3月

長
命
寺
仁
王
門

練
馬
区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

●
所
在
地
　
高
野
台
3
－
1
0
－
3

●
三
間
一
戸
、
入
母
屋
造
り
、
鋼
板
葺
き
で
す
。
区

内
に
現
存
す
る
建
物
で
は
、
古
い
部
類
に
属
し
、

1
7
世
紀
後
半
の
建
築
様
式
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

み
ょ
う
ふ
く
じ
も
ん
じ
上

砂
福
寺
文
書
〓
括
）

練
馬
区
指
定
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）

●
所
在
地
南
大
泉
5
－
5
－
5

6

●
永
禄
十
一
年
二
五
六
八
）
か
ら
大
正
三
年
二

九
一
四
）
ま
で
の
妙
福
寺
伝
来
の
古
文
書
類
、
総

数
5
5
点
で
す
。

尾
崎
遺
跡
出
土
品
〓
括
）

練
馬
区
指
定
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

●
所
在
地
　
春
日
町
5
1
1
2
－
1
春
日
小
学
校

●
春
日
小
学
校
建
設
に
先
立
つ
発
掘
調
査
（
昭
和
5
4

年
・
5
5
年
）
の
出
土
品
で
す
。
旧
石
器
時
代
か
ら

江
戸
時
代
ま
で
の
石
器
や
土
器
が
あ
り
ま
す
。



特集号ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　平成6年（柑84）3月

下
練
馬
の
大
山
道
道
標

練
馬
区
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

●
所
在
地
　
北
町
1
－
2
5
－
1
7

●
石
造
で
、
総
高
Z
l
O
C
m
で
す
。
旧
川
越
街
道
と
大
山

道
の
分
岐
点
に
あ
り
、
宝
暦
三
年
（
一
七
重
二
）

に
下
練
馬
村
話
中
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

土
支
田
八
幡
宮
の
半
鐘

練
馬
区
登
録
有
形
文
化
財
（
工
芸
品
）

●
所
在
地
土
支
田
4
－
2
8
－
1

●
鋼
製
、
総
高
5
8
c
m
、
口
径
3
4
c
m
で
す
。
江
戸
時
代

の
鋳
物
師
、
粉
川
市
正
が
延
享
三
年
二
七
班
六
）

に
制
作
し
た
も
の
で
す
。

御
府
内
井
村
方
旧
記

練
馬
区
登
録
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）

●
所
在
地
　
平
和
ム
ロ
1
－
3
2
－
3

●
天
正
十
八
年
二
五

九
〇
）
の
徳
川
家
康

江
戸
入
府
か
ら
文
化

十
三
年
二
八
一
六
）

ま
で
の
江
戸
府
内
、

下
練
馬
村
内
の
出
来

事
を
聞
書
と
実
録
で

記
し
た
も
の
で
す
。

阿
弥
陀
寺
の
半
鐘

練
馬
区
登
録
有
形
文
化
財
（
工
芸
品
）

●
所
在
地
練
馬
1
－
4
4
－
1

0

●
銅
製
、
総
高
5
8
c
m
、
口
径
3
3
c
m
で
す
。
粉
川
市
正

が
文
化
元
年
二
八
〇
四
）
に
制
作
し
た
も
の
で
、

江
戸
時
代
後
期
の
形
態
の
特
色
を
示
し
て
い
ま
す
。

荘
家
文
書
〓
括
）

練
馬
区
登
録
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）

●
所
在
地
　
石
神
井
台
1
1
1
6
－
3
1
郷
土
資
料
室

●
寛
政
二
年
二
七
九

〇
）
か
ら
明
治
期
ま

で
の
文
書
類
で
、
総

数
百
余
点
で
す
。
橋

戸
村
（
現
大
泉
周
辺
）

の
村
方
文
書
・
行
政

文
書
類
が
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。



特集号ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成6年（1994）3月

宮
田
橋
敷
石
供
養
塔

練
馬
区
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

●
所
在
地
　
高
松
2
－
3

●
石
造
角
柱
で
、
高
さ
7
4
c
m
で
す
。
文
化
四
年
（
一
八

〇
七
）
九
月
、
上
練
馬
村
高
松
の
世
話
人
甚
五
良
他

多
数
の
有
志
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

絹
本
着
色
明
里
宗
普
像

練
馬
区
登
録
有
形
文
化
財
（
絵
画
）

●
所
在
地
桜
台
6
－
2
0
－
1

8

●
掛
幅
Ⅲ
・
6
×
4
8
・
2
c
m
で
す
。
大
徳
寺
1
1
3
世
で

広
徳
寺
の
開
山
明
皇
宗
普
が
、
伝
統
的
な
頂
相
形

式
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

紙
本
着
色
以
天
宗
清
像

練
馬
区
登
録
有
形
文
化
財
（
絵
画
）

●
所
在
地
桜
台
6
－
2

0
－
1
8

●
掛
幅
79
・
9
×
3
7
・
7
c
m
で
す
。
本
図
は
大
徳
寺

8
3
世
で
早
雲
寺
の
開
山
で
あ
る
以
天
宗
清
を
描
い

た
頂
相
で
す
。

紙
本
墨
画
淡
彩
希
里
宗
竿
像

練
馬
区
登
録
有
形
文
化
財
（
絵
画
）

●
所
在
地
　
桜
台
6
－
2
0
1
1
8

●
掛
幅
6
9
・
9
×
3
6
・
7
c
m
で
す
。
広
徳
寺
2
世
希

望
宗
竿
を
描
い
た
頂
相
で
、
写
実
的
な
顔
貌
表
現

に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

4



特集号ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成6年（1994）3月

ち
が
や
馬
飾
り

練
馬
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
（
風
俗
慣
習
）

●
保
持
者
北
町
1
－
4
5
－
8
内
田
安
太
郎

北
町
1
1
2
2
【
9
内
田
和
助

東
大
泉
5
－
4
0
1
2
2
加
藤
義
雄

北
町
1
－
2

4
－
8
山
口
勝
男

●
七
夕
祭
り
で
飾
ら
れ
る
、
ち
が
や
で
作
る
七
夕
馬

で
、
2
本
の
竹
飾
り
の
問
に
荒
縄
を
渡
し
、
雌
雄

一
対
を
向
か
い
合
わ
せ
に
吊
る
し
ま
す
。
練
馬
の

農
家
で
広
く
行
わ
れ
て
き
た
民
俗
で
す
。

八
の
釜
の
湧
き
水

練
馬
区
登
録
天
然
記
念
物

●
所
在
地
　
束
大
泉
2
1
2
7

棒
柄
の
製
作
技
術

練
馬
区
登
録
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）

●
保
持
者
　
関
町
南
3
－
8
1
6
井
口
平
蔵

●
農
具
等
の
棒
柄
を
製
作
、
修
理
す
る
「
棒
屋
」
の
技

術
で
す
。
井
口
平
蔵
氏
は
明
治
四
十
三
年
二
九
一

〇
）
田
無
市
生
ま
れ
で
、
昭
和
十
三
年
二
九
三
八
）

に
現
在
地
で
「
井
口
棒
屋
」
を
興
し
ま
し
た
。

●
白
子
川
右
岸
の
湧
き

水
で
、
か
つ
て
「
谷

の
釜
」
と
称
さ
れ
る

池
で
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

内
田
家
の
屋
敷
林

練
馬
区
登
録
天
然
記
念
物

●
所
在
地
　
早
宮
3
－
4
1
－
1

●
樹
高
3
0
m
前
後
の
ケ
ヤ
キ
と
、
雑
木
林
か
ら
な
る

屋
敷
林
で
す
。
防
風
・
日
除
け
の
た
め
の
屋
敷
林

と
農
用
林
と
し
て
の
雑
木
林
の
形
態
が
保
た
れ
て

い
ま
す
。



特集号ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　平成6年（柑94）3月

文
応
元
年
の
弥
陀
板
碑

練
馬
区
登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
石
神
井
台
1
－
1
6
－
7

関
町
囁
子

練
馬
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
（
民
俗
芸
能
）

●
伝
承
地
　
関
町
北
3
－
3
4
－
3
2
天
祖
若
宮
八
幡
宮

●
高
さ
81
c
m
、
幅
2
5
c
m

で
す
。
文
応
元
年
二

二
六
〇
）
の
銘
が
あ

り
、
現
有
す
る
板
碑

の
中
で
は
古
い
部
類

に
入
り
ま
す
。

高
校
の
庚
申
塔

練
馬
区
登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
高
松
2
－
3

●
石
造
、
総
高
1
8
0
c
m
で
す
。
江
戸
時
代
よ
り
盛
ん
で

あ
っ
た
庚
申
信
仰
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
大
形

で
保
存
状
態
も
良
好
で
す
。

●
明
治
初
年
か
ら
関
町

地
域
に
伝
わ
る
察
靡

子
で
、
井
荻
の
嚇
子

を
学
ん
だ
も
の
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

氷
川
神
社
の
力
石
（
八
個
）

練
馬
区
登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
豊
玉
南
2
－
1
5
－
5

●
江
戸
時
代
後
期
か
ら

明
治
時
代
に
か
け
て

若
者
の
力
だ
め
し
に

使
わ
れ
た
も
の
で
す
。

三
十
五
貫
、
五
十
五

貫
な
ど
の
重
量
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

鶴
の
舞

練
馬
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
（
民
俗
芸
能
）

●
伝
承
地
　
氷
川
台
4
－
4
7
－
3
氷
川
神
社

●
江
戸
時
代
よ
り
伝
わ

る
鶴
の
擬
態
芸
能
で

す
。
氷
川
神
社
の
春

祭
の
際
に
行
わ
れ
ま

す
。

－6－



特集号ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成6年（1994）3月

谷
原
の
餅
鳴
き
唄

練
馬
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
（
民
俗
芸
能
）

●
保
持
者
　
高
野
台
3
－
3
7
－
2
3
増
島
兼
吉

●
谷
原
地
区
に
伝
わ
る
餅
撒
き
唄
で
、
古
く

か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
歌
詞
に
基
づ
い
て

増
島
兼
吉
氏
が
曲
を
復
元
し
た
も
の
で
す
。

日
出
た
ナ
ー
イ
　
日
出
た
日
出
た
が
三
つ
か
さ
な
れ
ば

庭
に
や
ナ
ー
イ
　
庭
に
や
鶴
亀
ヤ
レ
五
葉
の
桧

五
葉
の
ナ
ー
イ
　
枝
も
栄
り
や
木
の
葉
も
し
げ
る

練
馬
区
指
定
文
化
財
一
覧
（
平
成
5
年
4
月
1
日
現
在
）

こ
れ
の
ナ
ー
イ
　
こ
れ
の
や
か
た
（
館
）
は
目
出
た
い
館

奥
じ
ゃ
ナ
ー
イ
　
奥
じ
ゃ
三
味
ひ
く
茶
の
間
じ
ゃ
お
ど
る

お
台
ナ
ー
イ
　
お
台
所
じ
ゃ
餅
つ
い
て
さ
わ
ぐ
（
以
下
六
番
ま
で
）

谷
原
の
麦
ボ
ウ
チ
唄

練
馬
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
（
民
俗
芸
能
）

●
保
持
者
　
高
野
台
3
－
3
7
－
2
3
増
島
兼
吉

●
谷
原
地
区
に
伝
わ
る
麦
打
唄
で
、
昭
和
四

十
年
ご
ろ
ま
で
唄
わ
れ
て
い
た
曲
を
増
島

兼
吉
氏
が
復
元
し
た
も
の
で
す
。

目
出
タ
イ
コ
ウ
レ
ノ
麦
ボ
ウ
チ
デ
へ

天
気
ヨ
ク
風
デ
テ
ノ
ゲ
オ
タ
テ
マ
ツ
ル

ア
ア
ノ
ゲ
ポ
イ
ノ
ゲ
ツ
ポ
イ

オ
オ
山
マ
サ
キ
ニ
雲
ガ
タ
ア
ツ
ウ

ア
ノ
雲
ガ
カ
カ
レ
バ
雨
カ
ア
ラ
シ
カ

コ
リ
ヤ
　
コ
リ
ヤ

（
以
下
続
く
）

神
輿
渡
御
の
御
供
道
中
歌

練
馬
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
（
民
俗
芸
能
）

●
伝
承
地
　
氷
川
台
4
－
4
7
－
3
氷
川
神
社

●
江
戸
時
代
よ
り
伝
わ
る
氷
川
神
社
春
祭

「
お
浜
井
戸
の
里
帰
り
」
の
際
唄
わ
れ
ま

す
。
神
事
の
御
供
歌
と
し
て
中
世
的
な
詞

章
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

（
宮
立
ち
）
　
一
、
さ
か
き
ぽ
ん
や
、
ま
っ
か
－
や
ー
な
み
の

追
風
さ
む
い
風
　
や
ど
が
り
ょ
さ
ん
よ

（
道
中
の
川
岸
）
　
「
す
み
よ
し
ん
の
、
た
ち
ば
－
が
ー
そ
で
の

追
風
さ
む
い
風
　
や
ど
が
り
ょ
さ
ん
よ

（
道
中
の
川
岸
）
一
、
あ
れ
を
み
ん
の
、
と
し
ま
ー
が
－
沖
で

こ
の
舟
は
、
ゆ
け
と
う
が
－
こ
が
ね

あ
あ
そ
ぴ
と
こ
と
こ
、
や
ど
が
り
ょ
さ
ん
よ

（
以
下
（
道
中
の
橋
の
上
）
　
（
橋
渡
り
）
）

4 3 2 元 年
ノ童

尾 妙 春 長 服 大 中 町 ］ヒ 南 ′ト

名

崎 福 日 命 部 八 里 田 条 蔵 島
遺 寺 町 寺 半 車 の 家 氏 院 家
跡 文 出 仁 蔵 宮 文 康 鐘 文
出 垂：
E∃ 土 王 奉 士 圭

E∃
印 楼 童

戸≡l土
lコlコlコ

の
士聖
形
土
器

門 納
の
仁
王
像

塚 判
状
門

称

平 平 平 平 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭

蔑
成 成 成 成 和 和 和 和 和 和 和
3 元 元 元 62 63 61 63 61 63 62 ＿らし録

年
度

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年
度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度
ヌ又 発 敦 ヌ又 器 蔑 敦 ヌ叉 ヌえ ヌ史 発且 且 且 且 且 且 且 二EL 且 且 且録 録 録 録 録 録 録 録 録 録 録



特集号ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成6年（1994）3月

練
馬
区
萱
銀
文
化
財
一
覧
（
平
成
5
年
4
月
1
日
現
在
）

（
有
形
文
化
財
）

3 2 フ亡 63 62 61 年度

有 有 有 有　 有　 有 有　 有　 有 有 有 有 有　 有　 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有　 有 有 有 有 有 有 有 二更え
形 形 形 形　　 形　　 形 形　 形　　 形 形 形 形 形　　 形　　 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形　　 形 形 形 形 形 形 形 且録
l l l l　 l　 1 l　 l　 1 1 1 1 l　 l　 l 【 l l 】 l l l l 【 l l 】 l l l l　 l l l l 】 l l

3 2　　 31　 30 2 9 28 27 11 10　9　 8　　　 7　6　5 4　3　2　 1 番

土 寿氏絹 紙　 下　　 宮 尾　 金　 縄 新 様 相 尾　　 旧　　 春 妙 加 長 伊 町 氷 闇 角 水 棲 氷 南 小 妙 牛 ラ呪i菖石 島 服 申］ヒ＝ 長
亨

名

称

所

支 本 木 本　 棟　　 田 弓長　 銅　 文 井 山 原 張　 震　　 日福 藤 命 賀 田川 魔 桂 川 本 川 蔵 島福 若 蝶 し帽 島 部 待 条 宝 命
田 墨 着 意　　 馬　　 橋 殿　 製　 時 豪 家 家 殿　 災　　 町 寺 家 寺 衆 家 神 ・型 神 家 神 野完 家 寺 丸 々 る七 氏 半 供 氏 寺 寺
ノ＼画 色 色　 の　 敷 鷹　 飾　 代 文 文 革 鷹　　 復　　 出 文 文 仁 奉 文 社 十 水 社 長 社 鐘 文 の ・曲 べ 面 奉 蔵 蚕 康 の の
幡＝炎明 1以　 大　　 石 場　 具　 の 香 車 医 場　 興　 土 書 奮 王 納 客 の 王 盤 の 屋 の 楼 害 梵 弁 輪　 六 泉内奉 板 印 梵 梵
宮 彩 斐 天　　 山　　 供 碑　　　　　 竹　　　 門 碑　 1反　　 の　　　 門 の　　 狛イ象　　 水 門 ‖∃門 鐘 慶 日　　 観 の 納 碑 半り鐘 鐘
の 希 宗 宗　 道　　 董 力 設　　 壷 水　 犬 と　　 盤　 拝 図 記　 青 石 の 状

石 石 石 高

（ 神 神 神 野

半 里 普 清　 i葺　　 塔 　 ゴ

石 ．百 石 桜 高 田
神 神 神 台 野 柄

住　　 形 盤　　　 檀　　　　　 殿 絵 図　　 勢 燈 イ二
鐘 宗 像 イ象　 標 宅　　 土 肇 馬 絵　 重 森 王
苧
イ象

器 曇　 幡 馬　　　　　 倭

．‾l二桜 桜一桜一 北 高
支 台 台 台 （ 町 （ 松
椚 6 6 6 管 1 管 2

大　 石　 石 南 土 高
泉　 神　 神 大 支 野

大 東 氷 大 水 石 南 豊 中
泉 大 川 泉 川 神 田玉 村
町 泉 台 町 台 井 中 南 1

石 南 高 高 中 石 高

（ 神 大 野 野 〈 村 神 松所 井 泉 台 台 管 3 井 3所 井 菅 井 菅 井 3 台　 5 管 町　 井 菅井 泉 田 台 菅井 井 井 台 在
地4 1 1 1 理 l 玉里 l 有 台理 台 理 台 1 1 1 理 3　　 台理 台　 5　4　3 5　7　4　6　4 台　 4　2 l 有 台　 5　3　3 理 l 台 l 理 台 fi 台　 3

1 20 20 20 着 2 5者 3
2 8 1 l l 、J l ）
1 18 18 18 内 17 練

者 1 着 1 者 1 4 5 1 8 者 1 1 者 1 1 】 l
） 16 l ＼】′1 6 4 5 10

　1 1

鷲 套 鸞 1稽 1■6 516 1。 3

l l l l l 1 1 1 15
1 52 54 7 24 47 1 13 15 l
l l l l 【18 1 1 1

者 1 1 1 l ‾者 11 1 19
） 1 6 10 1 0、J 良 l 】
′ト16 】 l l 南 弁 18 8

者 1 1 1 1
、－／【、J l ） l l 7 1
井 16 練 16 練 1 6 10 1 3

、J l l 】10
練 16 16 15 l 所

1 広 広 広 日］　 一馬 H l 馬」 ．謁 l 新 1 相 5 2 1 3 25 3 1 12 5 南 島　 r　56 3　3 歳 塚 l 御 馬1 1 1 3 有
者二と徳 徳 徳 之　 区 重 3 1 区 31 区 3 1井 稽日東 区 第 区3 1 区 31 妙 加 長 氷 町 氷 教 氷 24 榎 氷 歳 正 31 秒 長 長 匡完　 24 義た 区二31 7　6 長

支 寺 寺 寺
川

青 郷 教 郷 教 卓郎忠 山 好 一 致 郷 故郷 福 藩 命 川 田 川 学 川 氷 本 川 寧完 史郷 福 余 命　　　 水 神 教 郷 道 三 禽
土育 二上菅 土 之 明 吉 小 菅 二上菅 土 寺 書 寺 神 和 神 口完神 川 力 神 土 寺 寺 寺　　　 川 社 育 土 場 宝 寺

八
幡

資 委 資 委 資 学 委 資 委 資　 八 社 雄 社　 社 神 ツ 社 資　　　　　　　　 神 委 資 寺 寺
料 ＿貝料 一員料 校 員 料 月 料 杜 料　　　　　　　　 社 貝 料

寓 室 全 室 全室 内 全 量 全 室 峯 全 車

4 3

イjl 有 有 有
J杉
l
42

形 形 形
l l l
4 140 3 9

可壬 尾 御 阿
家 崎 府 弓ホ
文 遺 内 陀
香

プロ

跡 井 寺
出 村 の
土 方 半
晶 旧名壷
言己

春 平 練
（ 神 （　　 日和 一馬
所 井 管　 町 台 1
有 台 理　　 5 1 1
者 1 者　 I l 44
、‾－ノ1 、－‾J毛12 32 1
荘 16 練 崎 L l 10
半 l 馬道 1 3 阿
蔵 31 区 跡 春 内 弥

界β
」二
数 資 日田 陀
育 料 小 岩 寺資 委 展 学 松

塑
重
員オミヰ交
∠ゝ 妄言

（
無
形
文
化
財
）

（
有
形
民
俗
文
化
財
）

4 3 2 元 63 62 61 窟

有 有 ノ白■ 有 有
民 民
l l

有 有
民 民
】 l

有 有
民 民
】 l

有 有
民 民
l l

有 有
民 民
l l

登
民 民
l l
民
【

録

1 3 12 11 10　9 8　7 6　　　 5 4　　　 3 2　1 番

弥 ］ヒ
陀　 町

ラ‘

ー笥 氷
松 川

文
唇

沢 氷
壁 川

下 孝瓜
練 の
馬 大
の 根

関　 大
の　 八

中う工
里 盲 名の 神

庚 社
フ⊂
年 漬 神

数 社
カ、 車
ん

二　 聖
尊　 観

の 田
宮 の

の の i生 書 取 カ、 宮
塔 力 弥 用 士 士 り ん i迎　　 座 塚 士

称

所

石

高 豊

（ 松 玉管 2 南

陀 具 塚

石 ］ヒ
神 町

塚 入 地 画　 イ象 塚

大 小
泉竹

板
碑

石
神

れ
図
絵
馬

北 西
町 大

蔵

関 心
町 神

イ象
根
有年

二百 北
神 町’

空 空 8 2 泉 管 東 井
理 1 台
者 1 1

井 香 2 箭 町 P
在
地理 1 2

者 3 1
1 n l

1 22
1 3
4 1 1

口理 l
1 至 38

1 1
l l

　 15
練 l

l
16

l l
練 16 1

1 13
2 1

18 l
三 地 練 16

】 l
15 ］ヒ5

44 59
中 浅
所
有
者

馬　　 5 l 馬 l 氷 浅 3 宝 先 馬 l 】町 北 里 間
区　 氷　川 7

道
区 31 川
故 郷 神

間 召取
神 訴

寺　 区 3 1　教 雄β 6 二 訂］‾
三丁 観

富 神
士 社

神 場
寺
青 土 社
委 資
月 料
全 室

杜 神
社

育 土 宝 自書 講
杜 重 安

貝料
全 室

寺 町 堂

4 3 2 フt

無　 無　 無　 無　 無
民　 上宝　 民　 良三　 民

知王　 女臣　 血　 虫正
民　 民　 民　 民

恕 址罠 氏
l　　 L　　 l　　 l　　 l l　 】　 】　 l l l

9　　　8　　　7　　　6 5 4

ち　　 ち　　 ち　　　 神　　　 鶴 関　　 谷　　 谷　　 ち 中 石
力ヾ　　カヾ　　カヾ　　　 輿　　　 の 町　　 原　　 原　　 カヾ ■ 村 手中
や　　 や　 や　　　 澹　　　 舞 噺　　 の　　 の　　 や 喋経 井
馬　　 馬　　 馬　　　 御 子　 安　　 新　　 馬 子

中

′＿＼村保 南
持 3

囁
飾　　 飾　　 鯖　　　 の ポ　 鴇　 飾 子

l口
上

り　　 り　　 り　　　 御 ウ　　 き　　 り
供 －テ　　 ロ月
i董　中　歌

］ヒ 東 ］ヒ 氷 水
据 軸 既

唄

宮関 高 高 北

（町（ 野′＿、野′｛、町保 北俣 台保 台保 1
持 3 持 3 持 3 持 】
団 l者 l 者 l 者45

藻 石
持神
匡】井団 l

体34）37、、‾′37〉 l 体 2 体木耳
妄 8 紺 葦 姦葦 壷　l　A J△、 l確＝∴増 l 内 8

関32 島23島23 ［ヨ
町天兼 兼 安
嘩任祖ま ま 太
子若　 郎
連甫
） ノし

1
中 1
村 八
喋匪幡
7－神
華社

幡

フ亡 63 年度

史
】
史　 史史 史史史史
1 1 1 l L l l

更え且録
番

8 7　　　6　5　4　3　2　1

l日 干　 葉 池尾池 小乗
■ラ‾

名
大 川　　 原淵崎 永野志
臭 上　 i色連 i宜i亘蘭野
聖 水　　 跡跡跡雲 山山
曹受
場
跡　 の　 墓 墓奥　竪　　　 之

称

所

跡 穴　　　　　　 院
住
居
跡

関　 水石春 練株高
町　 川神 日馬馬野大

泉学 南　 台井町 4　4 台 在
園 2　　 1 町 5　　　　 3 地

所

町
2
1 1 5 1 27 27 【
4　 7 1 12受 迎10

児 l T 内部12 1 用1妾 1
童 2 目　　立 1 1 院鰐完3 有

者遊 【 他　 城20　 墓基点
園　2 北　　　 地地 命
大 中　　　　　　 寺
練 泉 東東央練 練池／ト
馬中 京 京公 馬馬永野
区島 都 都圃 区区家家

（
天
然
記
念
物
）

（
無
形
民
俗
文
化
財
）

フ七 6 3 蒜

無 無 無 登
録

民 民 民
l l l
3　2 1 番

八 開 探
ラ▲

名

称

伝

丁 の 湯
1癌l≡r の
三 ろ 儀

中

q維
子

旭 関
｛ 町 町 （　村 承

地
保 1 北 保 3
八 持 1 4 持 l

丁団 26 1
ヰ屈体 1 16

者 8
保
持

、J l

二 l l
吉　 北 3

神 2
匝∃ 卸嘩睡　 野 本

子　 神 立
定 吉薮
男 神
老

衰
保　 社 寺 杜
存　 他 門 l∃】
会　　　 前 体

3 元 63 違

天 天
1 1
天　 天
l l

天
l
二更え
且
録

番
5　4 3　　　 2 1

練
馬

ラ‾

内 八
田 の

力　 井
夕　 頭

名家 釜 ク　　 の 白
の り リ　　 ヤ 山

屋 ′勇
敷 き
林 水

早 東

群 ナ
落 ギ

大 東

神
社
の
大
ケ
十
キ

練

称

所宮 大 泉　 二大 馬
3 泉 町　 泉 4 在
1 2 1　　 7 l 癒

所

4 1 1
1 2 7

l l
6　 34

2
1

1 日 五　　 大 3
内 石 十　　 泉 自 有

者
田一組 嵐　 井 山

市 市
五

†‖　 肌l
男　 公

神
社郎 鷲 胃

区


